
事業主体

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 赤セル

実施 未着手 未着手 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 

事業主体

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 赤セル

実施 未着手 未着手 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 

事業主体

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 赤セル

実施 未着手 未着手 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 

■   【バス-1】路線バス

事業主体

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

具体的な実施期間

特定事業計画一覧表（これまでに完了となったもの）

R3年度までに内方線付き点状ブロック、CPライン設置済。

R3年度までに内方線付き点状ブロック、CPライン設置済。

外国語表示のOBCビジョンを設置。

公共交通特定事業

■   【旅客施設-1】北戸田駅

現状とバリアフリー化の今後の方針

現状とバリアフリー化の今後の方針

現状とバリアフリー化の今後の方針

現状とバリアフリー化の今後の方針

事業内容

市内は路線バス(国際興業バス)及びコミュニティバス(toco バス)が運行し、路線バスではノンステップバスとなっていない車両がある。駅前交通広場については、北
戸田駅東口、戸田公園駅西口は整備済みであり、戸田駅西口駅前交通広場の改修が令和４年（2022年）２月に完了した。また、バス停留所は道路構造や上屋・ベン
チの設置などについて、基準に適合していないものが多くある。
今後は、車両の更新や道路整備に合わせたバス停留所のバリアフリー化を道路管理者・交通管理者と連携、協議の上進めるほか、駅前交通広場整備にあたっては、利
用者の意見を反映させる場を設け、より利用しやすい施設となるよう道路管理者、交通管理者との連携、協議を実施する。

項目

東日本旅客鉄道株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

エレベーターや車いす使用者・オストメイト対応トイレ、内方線付き点状ブロックの整備、可変式情報表示装置の設置など、基本的なバリアフリー化は完了してい
る。今後は、ホームドアの整備を推進するほか、設備の更新に合わせた機能充実や、わかりやすい案内への配慮、人的対応・心のバリアフリーの取組を推進する。

■   【旅客施設-3】戸田公園駅

エレベーターや車いす使用者・オストメイト対応トイレ、内方線付き点状ブロックの整備、可変式情報表示装置の設置など、基本的なバリアフリー化は完了してい
る。今後は、ホームドアの整備を推進するほか、設備の更新に合わせた機能充実や、わかりやすい案内への配慮、人的対応・心のバリアフリーの取組を推進する。

事業内容

改札口 有人改札口以外の自動改札機に、車いすやベビーカー利用者に配慮した拡幅改札の設置 展望期

ホーム

■   【旅客施設-2】戸田駅

継続

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）後　　期前　　期事業内容
基本構想で
定めた期間

項目

具体的な実施期間

具体的な実施期間

基本構想で
定めた期間

基本構想で
定めた期間

継続

具体的な実施期間

前　　期 後　　期

前　　期 後　　期

前　　期 後　　期

エレベーターや車いす使用者・オストメイト対応トイレ、内方線付き点状ブロックの整備、可変式情報表示装置の設置など、基本的なバリアフリー化は完了してい
る。今後は、ホームドアの整備を推進するほか、設備の更新に合わせた機能充実や、わかりやすい案内への配慮、人的対応・心のバリアフリーの取組を推進する。

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）事業内容

ホームの通路が狭くなっている箇所における安全対策や注意喚起の実施

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

項目

基本構想で
定めた期間

項目

多様な利用者を想定した案内表示の充実

ホーム

前期案内設備

ホームの通路が狭くなっている箇所における安全対策や注意喚起の実施

国際興業株式会社

令和６年度に車椅子やベビーカー利用者に配慮した拡幅自動改札機を設置。

改札口 有人改札口以外の自動改札機に、車いすやベビーカー利用者に配慮した拡幅改札の設置 展望期 令和６年度に車椅子やベビーカー利用者に配慮した拡幅自動改札機を設置。

改札口 有人改札口以外の自動改札機に、車いすやベビーカー利用者に配慮した拡幅改札の設置 展望期 令和６年度に車椅子やベビーカー利用者に配慮した拡幅自動改札機を設置。

☆

☆

☆

資料３－２
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事業主体

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 

道路特定事業
■   国道

路線番号 1 路線名 国道298号

事業主体

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 　 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令和４年度は施設管理者と調整に着手。引き続き調整を行う。

実施 未着手 実施中 完了 　 　 　 　 　 　 　 施設管理者との同時整備が必須となる。

計画 　 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 令和４年度に横断歩道接続部に、自転車への注意喚起を表示した。

実施 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 ポールを設置。

■   市道

路線番号 4 路線名

事業主体 戸田市

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

路線番号 5 路線名 第7001号線

事業主体 戸田市

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 　 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 

後　　期

外国語表示のOBCビジョンを設置。

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）項目

マウントアップ構造の歩道が整備されたロータリーを含む道路であり、誘導用ブロックは周辺施設との連続性をもって設置されている。今後も引き続き、雑草の除去
や劣化箇所の更新修繕等の維持管理を行う。

現状とバリアフリー化の今後の方針

前期

基本構想で
定めた期間

区画整理事務所にてR4に実施した。

第7042号線（都計道3.4.28　北戸田駅東口駅前通り2号線）

具体的な実施期間

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

前　　期 後　　期

整備済み。

後　　期前　　期事業内容
基本構想で
定めた期間

具体的な実施期間

項目

歩道はマウントアップ構造で整備されており、誘導用ブロックは連続設置されている。また、歩道上を植栽等で分離した自転車通行帯が整備されている。今後も引き
続き、植栽の剪定や劣化箇所の更新修繕等の維持管理を行う。

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

県道との管理境界における誘導用ブロックの連続性確保

基本構想で
定めた期間

経路の現状とバリアフリー化の今後の方針

■   【バス-2】コミュニティバス（toco）美笹循環以外

項目

前期

具体的な実施期間

前　　期
基本構想で
定めた期間

項目 事業内容

誘導用ブロック

安全対策 横断歩道接続部における自転車への注意喚起の実施

経路の現状とバリアフリー化の今後の方針

具体的な実施期間

前　　期 後　　期 特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

前期案内設備 多様な利用者を想定した案内表示の充実

事業内容

市内は路線バス(国際興業バス)及びコミュニティバス(toco バス)が運行し、コミュニティバスは全て車いすで使用可能な車両となっている。駅前交通広場について
は、北戸田駅東口、戸田公園駅西口は整備済みであり、戸田駅西口駅前交通広場の改修が令和４年（2022年）２月に完了した。また、バス停留所は道路構造や上
屋・ベンチの設置などについて、基準に適合していないものが多くある。
今後は、車両の更新や道路整備に合わせたバス停留所のバリアフリー化を道路管理者・交通管理者と連携、協議の上進めるほか、駅前交通広場整備にあたっては、利
用者の意見を反映させる場を設け、より利用しやすい施設となるよう道路管理者、交通管理者との連携、協議を実施する。

歩道はセミフラット構造で、幅員は5.5ｍあり、駅側はインターロッキングブロックで整備済み、東側の区間はアスファルトによる暫定整備となっている。整備済み
箇所には誘導用ブロックが連続設置されている。自転車通行環境の整備は無く、自転車歩道通行可規制はされていない。改修工事の機会を捉えて、さらなるバリアフ
リー化を推進する。

利用者意見を踏まえた利用しやすい歩車道境界ブロックの整備

国際興業株式会社

国土交通省　関東地方整備局　北首都国道事務所

検討中

展望期歩道

施設と道路の誘導用ブロックの連続性確保（施設設置管理者等との調整）

事業内容

誘導用ブロック

経路の現状とバリアフリー化の今後の方針

☆

☆
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路線番号 13 路線名

事業主体 戸田市

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

後期 計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

展望期 実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

後期 計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

展望期 実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

後期 計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

展望期 実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

路線番号 23 路線名

事業主体 戸田市

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令和３年度に完成。

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令和3年度に完成。

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令和3年度に完成。

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令和3年度に完成。

路線番号 34 路線名

事業主体 戸田市

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 　 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 赤セル ・文化会館前交差点部分の車止めの位置調整をR6に施工済。

実施 未着手 未着手 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 ・文化会館前交差点以北の部分についてもR6に施工済。

路線番号 37 路線名 第7106号線

事業主体 戸田市

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 　 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 R4に排水性舗装の打換えを実施した。

実施 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 ※勾配をつけるため、一度舗装を剥がして新たに敷いた。（4m幅で約100㎡）

都計道3.4.26　戸田駅西口駅前通り線

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

全区間600ｍのうち、約510ｍ整備済。H16-H23整備済。

全区間600ｍのうち、約510ｍ整備済。H16-H23整備済。

全区間600ｍのうち、約510ｍ整備済。H16-H23整備済。

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

前期駅周辺の排水対策の実施

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）前　　期

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

誘導用ブロックの整備（JIS規格適合・輝度比の確保・横断歩道接続部での適切な設置方法に配慮） 前期

前　　期

水はけがよく、がたつきの生じにくい舗装材の採用

利用者意見を踏まえた利用しやすい歩車道境界ブロックの整備

前　　期 後　　期

後　　期

駅前交通広場リニューアルにあわせて整備中であり、歩道はセミフラット構造で、幅員は3.5ｍで整備する。誘導用ブロックは連続設置する予定。
また、自転車専用通行帯を整備する予定。整備後は適切に維持管理を図る。

前期

前期

前期

具体的な実施期間

具体的な実施期間

前　　期 後　　期

後　　期

具体的な実施期間

側溝蓋の適切な配置と穴や溝の小さいものの採用

具体的な実施期間

経路の現状とバリアフリー化の今後の方針

項目 事業内容

経路の現状とバリアフリー化の今後の方針

第2036号線（市役所通り）

歩道

歩道はセミフラット構造で、幅員は4.75ｍあり、一部の暫定整備区間を残して整備済みである。整備済み箇所には誘導用ブロックが連続設置されている。自転車通
行環境の整備は無く、自転車歩道通行可規制はされていない。改修工事の機会を捉えて、さらなるバリアフリー化を推進する。

事業内容

基本構想で
定めた期間

経路の現状とバリアフリー化の今後の方針

基本構想で
定めた期間

JRの管理用道路であり、誘導用ブロックは駅前に連続設置されている。引き続き、植栽の剪定や劣化箇所の更新修繕等の維持管理を行う。

項目

項目
基本構想で
定めた期間

セミフラット構造を基本とした横断勾配が小さい歩道の整備

利用者意見を踏まえた利用しやすい歩車道境界ブロックの整備

歩道

セミフラット構造を基本とした横断勾配が小さい歩道の整備

事業内容

歩道

項目 事業内容

基本構想で
定めた期間

都計道3.4.18　稲荷谷口線

経路の現状とバリアフリー化の今後の方針

歩道 車止めの視認性向上及び衝突を避けた動線への誘導用ブロックの設置 展望期

誘導用ブロック

歩道はマウントアップ構造で整備されている。市役所の敷地へと続く誘導用ブロックが連続的に整備されている。歩道等を含めた路線全体としての更新のタイミング
でバリアフリー化についても対処していく。

☆

☆

☆

☆
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路線番号 50 路線名 第3198号線

事業主体 戸田市

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 　 　 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 駅前行政センターの2F入口までの整備をR5に実施済。

実施 未着手 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 

事業主体 戸田市

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

事業主体 戸田市

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 　 　 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　 高架下のトイレまでの整備をR５に実施した。

実施 未着手 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 

計画 　 　 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　 R5に実施した。

実施 未着手 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 

計画 　 　 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 駅前行政センターの２F入口までの整備をR５に実施済

実施 未着手 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 

計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

駅前交通広場整備が令和4年（2022年）2月に完了し、歩道や乗降場、案内設備が設置される。今後も引き続き、植栽の剪定や劣化箇所の更新修繕などの維持管理
を行う。

既に設置済み（R2以前）

既に設置済み（R2以前）

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

前期

■   【駅前交通広場-3】戸田駅西口駅前交通広場

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

基本構想で
定めた期間

経路の現状とバリアフリー化の今後の方針

基本構想で
定めた期間

歩道はマウントアップ構造で整備されており、路線の一部が駅前交通広場の事業地となる。誘導用ブロックは連続性をもって設置されている。歩道等を含めた路線全
体としての更新のタイミングでバリアフリー化についても対処していく。

項目 事業内容

前期

具体的な実施期間

前　　期 後　　期

項目

誘導用ブロック

西口2階通路部の誘導用ブロックの設置位置の改善

デッキ（高架通路）降り口への誘導用ブロックの連続性を確保

歩道 戸田駅周辺の排水対策の実施

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

路面標示の工夫などによる安全対策の実施

施設と道路の誘導用ブロックの連続性を確保

基本構想で
定めた期間

前期

現在の駅前交通広場は平成9年度（1997年度）に整備済みである。今後は、広場の施設更新に合わせ、バリアフリー化を推進する。

具体的な実施期間

展望期

前期

前期

全体

具体的な実施期間

前　　期 後　　期

前　　期 後　　期

展望期

誘導用ブロック

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

工事中の歩行者通行の安全対策の実施

項目

交番と駅前交通広場の誘導用ブロックの接続

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

乗降場における十分な大きさの上屋の設置

一般車用乗降場の設置

乗降場・停留所
（バス事業者との連携）

前期

安全対策

駅前交通広場整備による全面的なバリアフリー化整備

前期

事業内容

前期

事業内容

■   【駅前交通広場-4】戸田公園駅西口駅前交通広場等

☆

☆
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事業主体 戸田市

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 実施中 実施中 実施中 完了 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 実施中 実施中 実施中 完了 　 　 　 　 　 　 

計画 　 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 実施中 実施中 実施中 完了 　 　 　 　 　 　 

計画 　 　 赤セル 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　

実施 未着手 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 

計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 赤セル

実施 未着手 実施中 実施中 完了 　 　 　 　 　 　 

計画 　 　 　 　 　 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 　

実施 未着手 実施中 実施中 完了 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 実施中 実施中 実施中 完了 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

事業主体 戸田市

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 実施中 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　

実施 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

令和４年度に実施。

誘導用ブロックの位置のグレーチングを目の細かいものに交換
令和３年度から令和４年度にかけて設計業務を実施し、
令和６年度の庁舎スロープ改修等工事と庁舎駐車場舗装修繕で整備済

令和４年度改修を検討
令和6年度の多目的トイレ設置において配色に留意して設置済

項目

前期

介助が必要な大人等が利用可能な大型ベッドの設置

令和３年度から令和４年度にかけて設計業務を実施し、
令和６年度に庁舎スロープ改修等工事で整備済

展望期

令和５年度に東側エレベーターから東側トイレまでの誘導ブロックを設置

視覚障がい者等にも認識しやすいようトイレ内の配色に留意

令和４年度改修を検討、
令和６年度の５階多目的トイレ改修で大型ベッドを設置済

建築物特定事業

後　　期

平成25年（2013年）から平成26年（2014年）にかけて実施した庁舎免震工事にて、庁舎内のバリアフリー化を行った。今後実施する庁舎スロープ改修工事で
は、敷地内のバリアフリー化に着手していく予定である。

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）前　　期事業内容

建物内通路

トイレ

出入口・敷地内通路

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）後　　期

前期 令和３年度に各階に案内図を設置した。

令和４年度に２階男女トイレにベビーチェアを設置した。
（１階と３階のトイレについては設置済）

令和４年度からトイレ等にピクトグラムの表示を検討している。
ー≻ 令和４年度に各階のトイレすべてに表示した。

令和３年度から令和４年度にかけて設計業務を実施し、
令和６年度に庁舎スロープ改修等工事、庁舎駐車場舗装修繕等で整備済

具体的な実施期間

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

■   【公共・公益施設-１】戸田市役所

基本構想で
定めた期間

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

令和４年度に出入口階段付近の段差部分に注意喚起として、「段差注意」のシールを
貼り付けた。

人的対応・
心のバリアフリー

前期

令和３年度から令和４年度にかけて設計業務を実施し、
令和６年度に庁舎スロープ改修等工事で整備済

令和３年度に１階出張所に貸出用車いすを用意した。

随時、案内の充実に努めている。

項目 事業内容

具体的な実施期間

駐車場

当施設は、建築当時のバリアフリー化に対応していたが、時代の変化とともに追加の整備が必要となっている。自主点検等により、即座に整備できるものは修繕で対
応してきたが、大掛かりなものについては将来大規模修繕工事が発生した際に整備する予定である。

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

障がい者用駐車ますにおける屋根の設置

前期

貸出用車いすの用意

前　　期

■   【公共・公益施設-2】戸田公園駅前行政センター（出張所・駅前配本所・駅前子育て広場・観光情報館トビック）

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

出入口・敷地内通路 1階出入口の段差における注意喚起の実施

赤ちゃん休憩室の案内の充実

前期

前期

基本構想で
定めた期間

前期

トイレ ２階トイレへのベビーチェア設置検討 前期

後期

誘導用ブロックを適切な位置に改善（エレベーター前、トイレ前）

前期

出入口付近に屋根のある車寄せの設置

輝度比が確保された誘導用ブロックの整備 順次

西側出入口の玄関マットを滑りにくいように改善 前期

案内設備

ピクトグラムによるバリアフリー設備の情報提供の充実

バリアフリールートなどがわかりやすい施設の全体案内図の設置

その他設備 前期

☆

☆
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事業主体 戸田市

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

事業主体 戸田市

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 赤セル

実施 未着手 未着手 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 

実施 実施中 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

事業主体 戸田市

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

令和３年度に設置した。

■   【公共・公益施設-10】生涯学習施設（芦原小学校内）

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

その他設備 受付や窓口における耳マーク等の掲示

前期

前　　期

事業内容

その他設備 受付や窓口における筆談用具の設置と耳マーク等の掲示

基本的なバリアフリー設備は設置されている。大規模改修が令和2年（2020年）に終了したばかりのため、大がかりな工事を伴う設備改修は難しいが、今後も、市
民意見を踏まえて、設備の改修や案内の充実、心のバリアフリーの推進を図る。

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

■   【公共・公益施設-9】中央図書館・郷土博物館

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）事業内容

基本的なバリアフリー化は実施されているが、施設の構造や立地により整備が難しい配慮事項があること、芦原小学校の一部であることから学校側や担当部署との調
整が必要であり、短期的な対応が難しい状況である。今後は可能な範囲で中長期的なバリアフリー化の推進を図る。

項目

後　　期

動線上の排水溝やグレーチングはマス目の細いものを採用

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

具体的な実施期間

項目 前　　期 後　　期

基本的なバリアフリー設備は設置されている。今後、市民意見を踏まえて、設備や案内の充実、心のバリアフリーの推進を図る。

具体的な実施期間

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

令和３年度に設置済み。

具体的な実施期間

前　　期

前期

後　　期

基本構想で
定めた期間

前期

トイレ 着替え台の設置

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

基本構想で
定めた期間

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

展望期

項目 事業内容
基本構想で
定めた期間

■   【公共・公益施設-4】上戸田地域交流センターあいパル（図書館上戸田分館）

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

動線上の排水桝にグレーチング用の網目のゴムシートを設置した。

受付カウンターに設置した。

☆

☆
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事業主体 戸田市

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 　 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 未着手 完了

事業主体 戸田市

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

事業主体 戸田市

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

令和３年度以前から受付窓口に筆談対応可能である旨の掲示をしている。

前期

基本的なバリアフリー設備は設置されているものの、建築から35年が経過していることから、時代の変化とともに追加の整備が必要となっている。今後は、市民意
見等を踏まえながら、設備の改修や充実を図る。

基本構想で
定めた期間

前期

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）前　　期 後　　期

その他設備

受付や窓口における耳マーク等の掲示

令和３年度以前から車いすを設置している。

項目

受付や窓口における筆談用具の設置と耳マーク等の掲示

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

前　　期 特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

具体的な実施期間

建築から40年が経過した施設であり、バリアフリーに対応するため、適宜細やかな修繕等を実施している。バリアフリーに配慮した窓口対応等についても、柔軟に
行うようスポーツセンター職員間で周知等をしている。なお、今後大規模改修を予定しており、施設内の段差解消やトイレの改良、障がい者用駐車ますの増設等のバ
リアフリー化を図る。

その他設備

旧こどもの国から再整備を行い、平成27年（2015年）より児童センターこどもの国として開館している。再整備の際に基本的なバリアフリー化はなされており、
充実した設備が整っていると言える。今後はバリアフリー設備の充実だけでなく、実際に設備を活かせるよう、研修等の充実を図っていく。

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

基本構想で
定めた期間

令和４年度に筆談用具の設置と耳マークの掲示を行った。

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

具体的な実施期間

前　　期 後　　期
基本構想で
定めた期間

項目 事業内容 後　　期

事業内容

具体的な実施期間

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

■   【保健・福祉施設-2】心身障害者福祉センター（図書館下戸田南分室）

項目 事業内容

出入口・敷地内通路

前期

■   【公共・公益施設-14】スポーツセンター

■   【公共・公益施設-13】児童センターこどもの国

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

前期出入口から敷地内通路の舗装のがたつきや排水不良の解消

出入口付近の借りやすい位置に貸出用の車いすを設置

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

7



事業主体 戸田市

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 　 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 未着手 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 

事業主体 医療法人社団東光会

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 赤セル 赤セル 赤セル 　 　 　 　 　 　 　

実施 実施中 実施中 実施中 完了 　 　 　 　 　 　 

事業主体

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

基本構想で
定めた期間

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

前　　期 後　　期

R3筆談用具・盲導犬マークは外来受付に設置済み。
今後、耳マーク設置済み。

イオンは、平成6年（1994年）に施行された「ハートビル法（平成18年（2006年）から「バリアフリー新法」）」に基づく独自の設計基準を作成し、新店舗の建
築や既存店舗の改築時に活用している。令和2年（2020年）2月末現在、約760以上の施設が「バリアフリー新法」の認定を取得している。また、「ユニバーサル
デザイン」の考え方を店舗づくりに採り入れ、機能・デザイン面でも取組を強化している。
今後、従来の顧客層に加えてシニア層のお客さまが増えることを考慮し、ユニバーサルデザインの考え方を全店舗に広げていくことを目指している。

基本構想で
定めた期間

■   【商業施設-1】イオンモール北戸田

前期

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

展望期

貸出用車いすの増設検討

具体的な実施期間

平成23年（2011年）建築で、最新の規格には対応していない部分もあるが、基本的なバリアフリー設備は設置済となっている。今後は市民の意見も参考にしなが
ら、設備の改修や案内の充実、心のバリアフリーの推進を図りより市民が安心して利用できる施設を目指す。

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

検討中

R3壁にピクトグラムの表示をし、車いすが安全に待機できるスペースを確保した。

具体的な実施期間

■   【医療施設-2】戸田中央総合病院

病院という施設であるため車いす等の利用を考慮しており、基本的なバリアフリー設計となっている。今後は設備的バリアフリーだけでなく、心のバリアフリー（接
遇、多言語対応等）を強化していく必要がある。

前期

展望期

イオンリテール株式会社

館内は基本バリアフリーとなっているため案内図の別途設置については現状予定な
し。

呼び出しインターフォンはイオン南側入口に設置済み、また全入口に館内マップを掲
示済み。更に対応が必要であれば検討。紙の館内マップは廃止し、スマホからQR
コードでマップを読み取りしていただく。

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

令和４年度から聴覚障害者用に、案内板と呼出用の電子チャイムを設置し、継続して
実施している。

具体的な実施期間

基本構想で
定めた期間

項目 事業内容

項目 事業内容

■   【保健・福祉施設-3】福祉保健センター（社会福祉協議会・障害者基幹相談支援センター）

項目 事業内容 前　　期 後　　期

前　　期 後　　期

前期

その他設備

建物出入口からインフォメーションまでの案内誘導や、建物出入口での呼び出しができるインターホンを充実し、人的対
応が受けやすいよう配慮

建物内通路 車いすが安全に待機できる待合スペースを確保

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

その他設備 受付や窓口における筆談用具の設置と耳マーク等の掲示

その他設備 受付や窓口における耳マーク等の掲示

案内設備

バリアフリールートなどがわかりやすい施設の全体案内図の設置

R3に増設を検討したが、現在の利用状況及びお客様から増設の要望がなかったことか
ら、十分な台数であると判断。

☆

☆

☆
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事業主体 株式会社ヤオコー

 

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

事業主体 戸田市

事業内容・実施時期

展望期

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

計画 赤セル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

実施 完了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 
前期

具体的な実施期間

■   【商業施設-13】ヤオコー戸田駅前店

前　　期 後　　期

基本構想で
定めた期間

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）

基本構想で
定めた期間

その他設備 受付や窓口における耳マーク等の掲示

項目 事業内容

バリアフリー設備等の状況（整備済みの項目を記載）

令和3年度に周知した。

具体的な実施期間

後　　期前　　期

園路 北側広場の舗装の平坦化

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

公園リニューアル計画に基づき、公園活用のプログラム導入時に、バリアフリー化も含め、プログラム導入を補う施設に改修していく。

項目 事業内容

施設の現状とバリアフリー化の今後の方針

基本的にバリアフリー対応の施設となっている。今後も時代のニーズに合わせた設備の導入を検討する。

■   【公園・緑地-5】北部公園

都市公園特定事業

前期

特記事項（具体的な実施状況または実施に向けた課題など）
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